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研究の背景・目的 
1. 2019年以降、初夏から秋にかけて全国の主な真珠養

殖海域において真珠養殖に用いるアコヤガイ稚貝の

大量死が発生しており、対策を講じるために原因究明

が求められていました。 

2.発病したアコヤガイでは、軟体部が萎縮し、外套膜

が本来の位置から脱落します。病貝では、真珠層（貝

殻内側の光沢のある層）の表面に褐色色素が沈着する

のが特徴です（図１）。 

3. これまでに、飼育環境下での感染試験により本病を

再現できることから、大量死は感染症によることを明

らかにしていました。また物理化学的性質から、原因

病原体は粒径0.1μm以下で有機溶媒に耐性を示すウ

イルスと推定していました（Matsuyama et al. 2021）。 
4. 本研究では感染試験、遺伝子解析や病理組織学的解

析等により本病の病原体の特定を試みました。 
 

 
 

研究成果 
1. 実験感染した病貝と健康な貝に発現する遺伝子を

比較することで、病貝だけに検出される病原ウイルス

由来の遺伝子の探索を試みました。様々なウイルスの

遺伝子が検出されましたが、その中でビルナウイルス

の一種（以降、本ウイルス）の遺伝子が病貝から特異

的かつ高頻度に検出されました。これまでに知られて

いるビルナウイルスの仲間と遺伝子を比較したとこ

ろ、本ウイルスは昆虫に感染する種類に似た新種のウ

イルスであることがわかりました。 

2. 本ウイルスの遺伝子を定量的に検出する定量 PCR

法を開発し、感染試験における本ウイルスの動態を調

べたところ、本病の特徴である軟体部の萎縮を発症す

る前に本ウイルスが急増することがわかりました。さ

らに、本ウイルスの粒子を形成するタンパク質を検出

する方法を開発し、病貝の体のどこの細胞に本ウイル

スが感染するか調べました。すると、本ウイルスは外

套膜の真珠層側の細胞に局在しており（図２）、外套

膜が脱落し真珠層に色素が沈着する本病の症状と、本

ウイルスの分布に関係性が伺えました。 

3. 海域ごとの本ウイルスの分布を調査したところ、三

重県と愛媛県の本病が発生している海域の不調なア

コヤガイには本ウイルスが検出されましたが両県を

含む未発生海域のアコヤガイからは検出されません

でした。また、病貝から精製した本ウイルスを健康な

 
図２．病貝における本ウイルスの検出。感染した細

胞（赤褐色）は、外套膜に局在している。 
図１．正常および発病したアコヤガイ。正常なアコヤ

ガイ(A)では軟体部が真珠層全体を覆っているの

に対し、発病貝（B）では軟体部が萎縮し真珠層

が露出している。病貝の真珠層には褐色色素が

沈着する（B,C矢頭） 



（令和３年度-８） 

 

アコヤガイに接種したところ、本病の特徴である真珠

層への褐色色素の沈着が再現されました（図３）。 

4. ビルナウイルスの一般的な性質は、（研究の背景・目

的の3で述べた）以前の研究で推定した病原体の特徴

（粒径0.1μm以下で有機溶媒に耐性）とも一致しま

す。 
5. 以上の研究結果から、2019年から続くアコヤガイの

大量死の原因を本ウイルスに特定しました。 
 
波及効果 

1. 大量死の原因病原体が特定され、病原ウイルスを定

量的に検出する定量 PCRや、ウイルス粒子のタンパ

ク質を検出する方法も確立できました。今後は、安全

な養殖海域を探すために、確立した検出法を用いて病

原ウイルスが存在しない海域を特定することが可能

になります。また、養殖環境において本ウイルスの増

減や発病に影響する要因を明らかにし、防除対策を講

じることで、アコヤガイ大量死の軽減が期待できます。 
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図３．精製した本ウイルスを用いた感染試験により

本病が再現された。感染個体の真珠層には褐色

色素が沈着している（左写真矢印）。 


